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PRESS RELEASE 

令和４年４月８日 

琉 球 大 学        

 

 

『45 年前から大きく変貌した中城湾のサンゴ礁生態系の現状』 

～1970 年代と現在のサンゴ礁の比較～ 

 

 

 琉球大学理学部ライマー 准教授らの研究チームによる研究成果が、生態学の学

術雑誌「Ecology and Evolution」誌に掲載されました。 

＜発表のポイント＞ 

◆中城湾のサンゴ礁に関して過去と現在を比較した最初の研究であり、研究者らは中城

湾のイシサンゴ類と魚類について多くのことを発見しました。 

◆45 年前の研究によると、中城湾のイシサンゴ類は枝状ミドリイシ類が優占的でした。

本研究では、驚くべきことに、現在の中城湾ではミドリイシ類が少なく、よりストレス

に強いハマサンゴ類が優占的でした。 

◆1970 年代に水深 5 m 未満に確認され

ていたサンゴは現在もっと深く移動し

ており、その一方で 1970 年代に水深

10 m 以深から発見されていたサンゴ

は現在、より浅い水深に分布していた

のです。これは「サンゴ礁の圧縮」と呼

ばれる、水質が悪化した水域で見られ

る現象で、メジャーな湾港であるシン

ガポールや香港で知られています。  
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（別紙） 

＜発表概要＞ 

中城湾のサンゴ礁は現在、45 年前に存在していた中城湾のサンゴ礁生態系とは大きく異な

っていることを、琉球大学とイギリスのリーズ大学の研究者らが発見しました。 

 

沖縄島の東海岸にある中城湾には、多くの港が存在するほか、沿岸開発が進んできた歴史が

あり、泡瀬では大規模な埋め立てプロジェクトが行われています。こうした状況により、湾

の海岸線とその用途は、1970 年代から大きく変化してきました。今回の研究は、中城湾の

サンゴ礁に関して過去と現在を比較した最初の研究であり、研究者らは中城湾のイシサン

ゴ類と魚類について多くのことを発見しました(図 1）。 

 

Yamazato and Nishihara（1977）による 45 年前の研究によると、中城湾のイシサンゴ類は

枝状ミドリイシ類が優占的でした。本研究では、琉球大学のジェームズ・ライマー准教授と

リーズ大学のマリア・ベーガー准教授らが率いる研究グループにおいて、当時琉球大学修士

課程であった山極広孝さんが、リーズ大学のケイティ・クックさんとともに、中城湾（16 地

点）での再調査を行いました。その結果、驚くべきことに、現在の中城湾ではミドリイシ類

が少なく、よりストレスに強いハマサンゴ類が優占的でした（図 2）。 

 

他にも重要な発見がありました。 1970 年代に水深 5 m 未満に確認されていたサンゴは現

在もっと深く移動しており、その一方で 1970 年代に水深 10 m 以深から発見されていたサ

ンゴは現在、より浅い水深に分布していたのです。これは「サンゴ礁の圧縮」と呼ばれる、

水質が悪化した水域で見られる現象で、メジャーな湾港であるシンガポールや香港で知ら

れています。この現象は浅い場所に棲息するサンゴが、地球温暖化によるサンゴの白化と気

温の上昇に対処しなければならず、深い場所に移動する一方で、深い場所のサンゴは濁った

水のために十分な光を得ることができず、浅い場所に移動することによって起こります。 

 

魚の種類も過去と現在で異なっていましたが、魚種の全体的な機能（食性などの生態的な役

割）は同じようでした。「つまりこれらの結果は、人為的な活動によるストレスを受け、サ

ンゴ礁生態系がどのようにシフトしてきたかを示しています。」とライマー准教授は述べて

います。研究者らは、中城湾のサンゴ礁生態系は過去とは異なりますが、現在のサンゴ礁に

も未だに多くのさまざまな種が含まれており、生態系が機能していると付け加えました。 

「これらのサンゴ礁は、おそらく観光客にとってはあまり重要ではないのかもしれません。

しかし、それでも価値のある生態系サービスを提供しており、調査を行うほか、さらなるス

トレスからサンゴ礁を守ることが必要です」とライマー准教授は述べました。 

 

この研究は、3 月 23 日に国際科学雑誌 Ecology&Evolution に掲載されました。 
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図 1。中城湾のサンゴ礁の魚類とサンゴ類。（撮影：Katie M. Cook） 

 

 

図 2。中城湾内のサンゴ礁でのストレスに強いハマサンゴ類の群体。（撮影：Katie M. 

Cook ） 


